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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　靴（１）、特に、ソール（２）がアッパー（３）に連結されている運動靴であって、
　前記ソール（２）は、
　底板（５）を有する第１のソール部分（４）であって、荷重方向（Ｒ）に伸張するいく
つかの第１の緩衝要素（６）が前記底板（５）上に配置される第１のソール部分（４）と
、
　カバー板（８）を有する第２のソール部分（７）であって、荷重方向（Ｒ）に伸張する
いくつかの第２の緩衝要素（９）が前記カバー板（８）上に配置される、第２のソール部
分（７）と、
　互いに連結されるいくつかの差し込み連結部（１１）を備える連結部分（１０）であっ
て、それぞれの差し込み連結部（１１）は、前記荷重方向（Ｒ）の下方に伸張する第１の
差し込み部（１２）、および前記荷重方向（Ｒ）の上方に伸張する第２の差し込み部（１
３）を備え、前記第１の差し込み部（１２）は前記第１の緩衝要素（６）のある区分で係
合するように設計され、前記第２の差し込み部（１３）は前記第２の緩衝要素（９）のあ
る区分で係合するように設計される、連結部分（１０）と、を備え、
　少なくともいくつかの下方に向けられた前記第１の差し込み部（１２）は、前記第１の
差し込み部（１２）が、着用者の自重（Ｆ）による荷重方向（Ｒ）における前記ソール（
２）の変形時に、前記着用者の前記自重が加えられない状態よりもさらに先に前記ソール
（２）の下面（１５）から突出するように、前記底板（５）における開口部（１４）を通
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して伸張する構成において、
　前記アッパー（３）は少なくとも前記第１のソール部分（４）と連結されることを特徴
とする、靴。
【請求項２】
　前記第１の緩衝要素（６）は前記底板（５）に一体的に形成される、および／または、
前記第２の緩衝要素（９）は前記カバー板（８）に一体的に形成されることを特徴とする
、請求項１に記載の靴。
【請求項３】
　前記第１の緩衝要素（６）は、中空体として設計され、その上端領域において中空円筒
区分（１６）を備える、および／または、前記第２の緩衝要素（９）は、中空体として設
計され、その低端領域において中空円筒区分（１７）を備えることを特徴とする、請求項
１または２に記載の靴。
【請求項４】
　前記第１の差し込み部（１２）は、前記第１の緩衝要素（６）の前記中空円筒区分（１
６）に摩擦によって係合するように設計される、および／または、前記第２の差し込み部
（１３）は、前記第２の緩衝要素（９）の前記中空円筒区分（１７）に摩擦によって係合
するように設計されることを特徴とする、請求項３に記載の靴。
【請求項５】
　前記第１の差し込み部（１２）、および、前記第１の緩衝要素（６）の前記中空円筒区
分（１６）の内径は、取り付けられた状態で、前記第１の差し込み部（１２）および前記
中空円筒区分（１６）がプレスばめによって互いに対して配置されるように、および／ま
たは、前記第２の差し込み部（１３）、および、前記第２の緩衝要素（９）の前記中空円
筒区分（１７）の内径は、取り付けられた状態で、前記第２の差し込み部（１３）および
前記中空円筒区分（１７）がプレスばめによって互いに対して配置されるように、互いに
対して耐性があることを特徴とする、請求項３または４に記載の靴。
【請求項６】
　前記第１のソール部（４）は、横方向上方に伸張する縁部（１８）によって取り囲まれ
ることを特徴とする、請求項１～５のうちいずれか一項に記載の靴。
【請求項７】
　前記第１の緩衝要素（６）は、前記荷重方向（Ｒ）に実質的に垂直に伸張する連結区分
（２２）によって互いに連結される２つの部分中空体から成り、前記部分中空体のうちの
１つは、前記緩衝要素（６）の上領域において前記中空円筒区分によって形成され、とり
わけ、上側の前記部分中空体（１６）の外側寸法は、底部の前記部分中空体の外側寸法よ
り小さいことを特徴とする、請求項３～６のうちいずれか一項に記載の靴。
【請求項８】
　前記第２の緩衝要素（９）は、前記荷重方向（Ｒ）に実質的に垂直に伸張する連結区分
（２３）によって互いに連結される２つの部分中空体から成り、前記部分中空体のうちの
１つは、前記緩衝要素（９）の下領域において前記中空円筒区分（１７）によって形成さ
れ、とりわけ、下側の前記部分中空体（１７）の外側寸法は、前記上側の部分中空体の前
記外側寸法より小さいことを特徴とする、請求項３～７のうちいずれか一項に記載の靴。
【請求項９】
　前記連結部分（１０）の前記差し込み連結部（１１）は、複数の棒状のまたはロッド状
の連結ロッド（２４）によって互いに連結され、とりわけ、前記連結部分（１０）の２つ
の隣接する差し込み連結部（１１）はそれぞれ１つの連結ロッド（２４）と連結されるこ
とを特徴とする、請求項１～８のうちいずれか一項に記載の靴。
【請求項１０】
　前記緩衝要素（６）全てを含む前記第１のソール部分（４）、前記緩衝要素（９）全て
を含む前記第２のソール部分（７）、および前記差し込み連結部（１１）全てを含む前記
連結部分（１０）はそれぞれ、一体成形部品として設計されることを特徴とする、請求項
１～９のうちいずれか一項に記載の靴。
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【請求項１１】
　前記アッパー（３）は嵌合連結によって前記ソール（２）と連結されることを特徴とす
る、請求項１～１０のうちいずれか一項に記載の靴。
【請求項１２】
　靴（１）、特に、ソール（２）がアッパー（３）に連結されている運動靴であって、
　前記ソール（２）は、
　底板（５）を有する第１のソール部分（４）であって、荷重方向（Ｒ）に伸張するいく
つかの第１の緩衝要素（６）が前記底板（５）上に配置される第１のソール部分（４）と
、
　カバー板（８）を有する第２のソール部分（７）であって、荷重方向（Ｒ）に伸張する
いくつかの第２の緩衝要素（９）が前記カバー板（８）上に配置される、第２のソール部
分（７）と、
　互いに連結されるいくつかの差し込み連結部（１１）を備える連結部分（１０）であっ
て、それぞれの差し込み連結部（１１）は、前記荷重方向（Ｒ）の下方に伸張する第１の
差し込み部（１２）、および前記荷重方向（Ｒ）の上方に伸張する第２の差し込み部（１
３）を備え、前記第１の差し込み部（１２）は前記第１の緩衝要素（６）のある区分で係
合するように設計され、前記第２の差し込み部（１３）は前記第２の緩衝要素（９）のあ
る区分で係合するように設計される、連結部分（１０）と、を備え、
　少なくともいくつかの下方に向けられた前記第１の差し込み部（１２）は、前記第１の
差し込み部（１２）が、着用者の自重（Ｆ）による荷重方向（Ｒ）における前記ソール（
２）の変形時に、前記着用者の前記自重が加えられない状態よりもさらに先に前記ソール
（２）の下面（１５）から突出するように、前記底板（５）における開口部（１４）を通
して伸張する構成において、
　前記第２のソール部分（７）は、後部ソール領域（１９）を覆うような拡張部を有し、
前部ソール領域（２０）を覆わないままにすることを特徴とする、靴。
【請求項１３】
　前記連結部分（１０）は、前記第２のソール部分（７）によって覆われる領域だけにお
いて差し込み連結部（１１）を備えることを特徴とする、請求項１２に記載の靴。
【請求項１４】
　前記連結部分（１０）は、前記第２のソール部分（７）によって覆われない領域に少な
くとも１つの平坦な足載せ部（２１）を備えることを特徴とする、請求項１３に記載の靴
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、靴、特に、ソールがアッパーに連結されている運動靴に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現状技術の一般的な種類の靴が周知である。ここで、運動靴を、とりわけ、運動靴とし
て使用される場合に個々のニーズにできるだけ良好に適応させることができるようにした
いという要求があり、この要求は、とりわけ、靴の弾力および緩衝挙動に関することに当
てはまる。
【０００３】
　さらに、靴は、その使用中、できるだけ経時的に不変で性質の変化がないようにすべき
である。
【０００４】
　重要性が高まってきているさらなる一面としてリサイクル面がある。ここで、一般的な
靴を設計し、それによって、正確に分類することで汚染を少なくすることができるように
することが望まれる。
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【０００５】
　また、具体的な応用として、例えば、ゴルフ靴としての使用が述べられるべきであり、
この場合、該靴は、特殊な荷重条件でとりわけ芝生を正しくしっかり踏みしめるようにす
ることが必要とされ、その限りにおいて、とりわけ、靴の使用者の自重力および質量力そ
れぞれによるパルス荷重が靴にかけられる時に、クリート効果が望まれる。しかしながら
、かかる強力なパルス荷重が起こらない時、クリート効果は望まれないことが多い。それ
に従って、述べられたクリート効果を与える、ひいては、必要に応じて靴が地面をしっか
り踏みしめる状態を改善する解決策が追求されるが、この場合、靴が（クリート効果がな
い）通常の性質を有することは除く。その限りにおいて、特殊な荷重条件（「要求に応じ
た把持力」）下にある、クリート機能を有する靴が望まれる。上述された要求の検討対象
である、靴のこの機能性は、すぐにでも与えられることが最重要とされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第０３／０９２４２３号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、上述された種類の靴が、個々の要求に容易に適応可能となるように、
ひいては、費用効率が高くなるように、該靴をさらに進展させることである。また、靴の
廃棄物処理が容易に行われることを可能とする。本発明のさらなる重要な面は、靴で地面
をしっかり踏みしめる状態を改善できるようにするのものとし、その限りにおいて、靴に
強力な荷重がかけられる時に、靴のソールの地面に対する把持力が改善されるものとする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によるこの目的の解決策は、靴のソールが、
　－底板を有する第１のソール部分であって、荷重方向に伸張するいくつかの第１の緩衝
要素が底板上に配置される、第１のソール部分と、
　－カバー板を有する第２のソール部分であって、荷重方向に伸張するいくつかの第２の
緩衝要素がカバー板上に配置される、第２のソール部分と、
　－互いに連結されるいくつかの差し込み連結部を備える連結部分であって、それぞれの
差し込み連結部は、荷重方向の下方に伸張する第１の差し込み部、および荷重方向の上方
に伸張する第２の差し込み部を備え、第１の差し込み部は第１の緩衝要素のある区分で係
合するように設計され、第２の差し込み部は第２の緩衝要素のある区分で係合するように
設計される、連結部分と、を備え、
　少なくともいくつかの下方に向けられた第１の差し込み部は、第１の差し込み部が、着
用者の自重による荷重方向におけるソールの変形時に、着用者の自重が加えられない状態
よりもさらに先にソールの下面から突出するように、底板における開口部を通して伸張す
ることを特徴とする。
【０００９】
　すなわち、このことは、第１の差し込み部が、着用者の自重力および質量力それぞれが
対応して靴に強力にかけられる際にソールの底部側の外皮（ソールの表面）をある一定の
量で対応して突出しかつ離れるため、クリートまたはスタッド機能を満たすように理解さ
れるべきである。
【００１０】
　第１の緩衝要素は底板に一体的に形成されるのが好ましい、および／または、第２の緩
衝要素はカバー板に一体的に形成されるのが好ましい。
【００１１】
　第１の緩衝要素は、好ましくは、中空体として設計され、その上端領域において中空円
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筒区分を備え、それに応じて、第２の緩衝要素は、好ましくは、中空体として設計され、
その低端領域において中空円筒区分を備える。
【００１２】
　それによって、第１の差し込み部は、好ましくは、第１の緩衝要素の中空円筒区分に摩
擦によって係合するように設計され、それに対応して、第２の差し込み部は、好ましくは
、第２の緩衝要素の中空円筒区分に摩擦によって係合するように設計される。
【００１３】
　第１の差し込み部、および、第１の緩衝要素の中空円筒区分の内径は、好ましくは、取
り付けられた状態で、第１の差し込み部および中空円筒区分がプレスばめによって互いに
対して配置されるように、互いに対して耐性があり、それに対応して、第２の差し込み部
、および、第２の緩衝要素の中空円筒区分の内径は、取り付けられた状態で、第２の差し
込み部および中空円筒区分がプレスばめによって互いに対して配置されるように、互いに
対して耐性があるようにすることができる。この場合、場合によってはソール部分の摩擦
連結のみが考慮可能であるため、有益には、ソール部分を連結させる（とりわけ接着させ
る）別の措置を取らないようにすることができるけれども、このような措置は除外されな
い。
【００１４】
　第１のソール部分を、横方向上方に伸張する縁部によって取り囲むことができる。そう
することによって、第１のソール部分は、シェル形構造を得る。
【００１５】
　それによって、第２のソール部分は、後部ソール領域を覆うような拡張部を有すること
ができ、前部ソール領域を覆わないままにする。この場合、さらには、連結部分が、第２
のソール部分によって覆われる領域だけにおいて差し込み連結部を備えるようにすること
ができる。連結部分は、第２のソール部分によって覆われない領域に少なくとも１つの平
坦な足載せ部を備えることができる。
【００１６】
　第１の緩衝要素は、好ましくは、荷重方向に実質的に垂直に伸張する連結区分によって
互いに連結される２つの部分中空体から成る。この部分中空体のうちの１つは、緩衝要素
の上領域において中空円筒区分によって形成される。それによって、とりわけ、上側の部
分中空体の外側寸法は、底部の部分中空体の外側寸法より小さい。
【００１７】
　それに応じて、第２の緩衝要素は、荷重方向に実質的に垂直に伸張する連結区分によっ
て互いに連結される２つの部分中空体から成るようにすることができる。この部分中空体
のうちの１つは、緩衝要素の下領域において中空円筒区分によって形成される。とりわけ
、下側の部分中空体の外側寸法は、上側の部分中空体の外側寸法より小さい。
【００１８】
　連結部分の差し込み連結部は、複数の棒状のまたはロッド状の連結ロッドによって互い
に連結可能である。それによって、具体的には、連結部分の２つの隣接する差し込み連結
部はそれぞれ１つの連結ロッドと連結されるようにする。
【００１９】
　緩衝要素全てを含む第１のソール部分、緩衝要素全てを含む第２のソール部分、および
差し込み連結部全てを含む連結部分はそれぞれ、一体成形部品として設計可能である。材
料の大部分はプラスチックである。
【００２０】
　それによって、アッパーは、第１のソール部分と連結されるのが好ましい。これによっ
て、靴の着用者の自重力に起因する靴の弾力における改善された運動学がもたらされる。
【００２１】
　アッパーは、嵌合連結によって、本発明の好ましい実施形態によるソールと連結可能で
ある。
【００２２】
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　本発明の別の実施形態によると、靴の胴部、すなわちアッパー、およびそのソールは、
合わせて縫製される。
【００２３】
　提案された解決策の可能な設計は、ソール、すなわち、少なくともかかと領域、すなわ
ち後部ソール領域において、特許文献１に記載されかつこの文献が明示的に参照されるよ
うな緩衝要素の２つの特有の層から成るこのソールの緩衝層の構成である。それによって
、上記の緩衝要素が重なり合って配置される２つの層は、差し込み式連結によって、格子
状構造の連結部分によって互いに連結される。ソールの単一の部分を合わせて付着させる
ことは、好ましくは、摩擦ロック連結によって排他的に行われ、そのために接着剤は使用
されないのが好ましい。
【００２４】
　底部緩衝要素は、ケージ状に設計され、すなわち、シェル形設計であるのが好ましい。
上側緩衝要素は、好ましくは、楔形であり、底部緩衝要素上に置かれる。両方の緩衝要素
、要するに、上層および下層は、両側に配置される複数の軸方向に整合したピン（第１の
差し込み連結部および第２の差し込み連結部）によって、格子状構造の連結部分によって
互いに連結される。
【００２５】
　それによって、連結部分、すなわち、格子層は大部分が、中間ソールの全体の領域に沿
って伸張し、上方に向けられたピン（着用者の足に向けられた）は、後部（および中央）
ソール領域におけるかかとの楔形の領域においてのみ存在する。前部ソール領域（前足領
域）において、連結部分は、第２の緩衝要素のピストン／シリンダ形構造を地上へ近づけ
、これは、例えば、下の第１の緩衝要素のそれぞれの上の格子基部の椀形拡大部によって
生じるのが好ましい。それによって、足、および追加で設けられた対応するインソール用
の載置領域は増加するため、圧力の分布が改善される。
【００２６】
　ソール構造の緩衝性質は、例えば、単一構成部品の種々の材料および硬度それぞれによ
って調節できる。６０～９５のショアーＡ硬度の範囲のプラスチック材料が好ましい。
【００２７】
　最初に、提案されたソール構造の利点は、上側の第２のソール部分が交換可能であるこ
とで、上記の部分を個々に適応させることが可能であることである。
【００２８】
　さらに、使用されるソール部分は、非常に良好な耐久性を有するため、永久変形が生じ
る傾向が少ないことは、有益である。
【００２９】
　また、構成部品を接着させる必要がないことは、非常に有益である。
【００３０】
　さらにまた、リサイクルに関して、（少なくとも部分的に）単一構成部品を正しく分類
して分けることができることは、有益である。
【００３１】
　提案された靴およびその対応するソールのさらなるおよび中心的で有益な性質は、第１
の差し込み部の設計、すなわち、同差し込み部の長さを正しく選定することによって、第
１の差し込み部の軸方向下端は、着用者の自重力または質量力による靴および対応するソ
ールの十分な荷重で、底板、または底板の下に配置されるアウターソールとすることがで
きる、ソールの底部側の外皮から突出することで、クリートまたはスタッド機能を満たす
ようにすることである。それに従って、靴はとりわけ芝生上での踏みしめがより良好にな
るが、これはそれぞれの力が生じる時だけに存在する。具体的に強力なパルス荷重ピーク
が起こらない、正規の使用時に、第１の差し込み部の軸端は、外皮、すなわち、底板の下
面およびアウターソールそれぞれから突出しないため、上記のクリート効果は生じず、靴
は通例の標準的な着用時の快適さを有する。
【００３２】
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　ストローベルソールがあってもなくても、アッパー部分の使用は可能である。
【００３３】
　ストローベルソールを有するアッパー部分において、胴部（アッパー）とソールとの間
の差し込み部による連結が行われる、すなわち、ソールは胴部と接着も縫製もされず、い
つでも胴部から分離可能である。その根拠は、第１のソール部分および第２のソール部分
が差し込み式連結によって連結部分によって互いに連結されるという上述された原理であ
る。
【００３４】
　それによって、第１の緩衝要素を有する第１のソール部分は、作動面、および述べられ
た第１の緩衝要素の一体層から成るのが好ましく、この一体層は、ソールに沿って部分的
にまたは全面的に伸張する。
【００３５】
　胴部（すなわちアッパー）は、それによって、分布および位置に関して、連結部分の差
し込み式連結による差し込み連結部（ピン）に対応する、インナーソールの領域において
凹部（穴）を備えるのが好ましい。連結部分は、上側から胴部に挿入され、差し込み連結
部（ピン）が凹部と一致するようにこの胴部に位置付けられる。緩衝要素の対応する層は
、凹部を通して、底部側から（胴部の下）差し込み連結部と連結される、すなわち圧入さ
れる。その胴部は、次いで、連結部分と第１のソール部分との間で留められる。第２のソ
ール部分は、次いで、上側から胴部に挿入され、連結部分上で差し込み接続される。
【００３６】
　連結部分を、ストローベルソールの代用として設けることも可能である。この実施形態
は、上で説明されたものと同様であり、相違点は、胴部が凹部（穴）のあるストローベル
ソールを有さないが、ストローベルソールが連結部分（格子）によって置き換えられるこ
とである。この場合、対応する差し込み連結部を有する連結部分は、（好ましくは、６５
～９０のショアーＡ硬度の軟性プラスチック材料、皮革、合成皮革、または織物材料から
作られた）追加の基部を有し、この基部は格子の空いている間隔を充填し、かつ胴部の縫
製用の下張りを形成する。
【００３７】
　この「格子ストローベルソール」は、底部側で開いている胴部に縫製される。第１の緩
衝要素および第２の緩衝要素は、底部側からおよび内側からそれぞれ差し込み接続される
。
【００３８】
　一般に、第１の緩衝要素の底部側に、すなわち、その底板の底部側に、アウターソール
が配置可能である。対応する荷重条件でアウターソールの底部側から第１の差し込み部を
通すために、当然ながら、アウターソールに開口部が底板の開口部に対応するように、好
ましくは同一平面上にあるように設けられる。
【００３９】
　図面において、本発明の一実施形態が示される。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】運動靴の側面図である。
【図２】図１による運動靴のソールの分解組立図である。
【図３】（３ａ）は、荷重のない状態が示されている、ソールの側面視の一部分の断面図
、(３ｂ)は靴の着用者の自重力および／または質量力がソールに作用していることを示す
、図３ａによる側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　図１では、運動靴であり、アッパー３およびソール２を備える靴１が示される。靴１は
、目的とする使用中に地上に立ち、着用者の足が載せられる。この荷重は、一般に、靴の
着用者の自重のみならず質量力であり、これらの力は、例えば、ゴルフスポーツで起こる



(8) JP 6554559 B2 2019.7.31

10

20

30

40

50

ような靴の着用者の対応する迅速な動きから生じる。それによって、荷重方向Ｒは、大部
分が鉛直方向に対応することになる。そして、荷重方向Ｒにおいて、対応する力Ｆが作用
する（図３ｂを参照）。
【００４２】
　図１において、それぞれが靴１の全長の約３分の１伸張する後部ソール領域１９および
前部ソール領域２０が示され、これら領域間に、具体的には示されない中央ソール領域が
配置される。
【００４３】
　図２および図３から、本発明によるソール２の設計を詳細に見ることができる。
【００４４】
　ソールは、第１の底部ソール部分４、および第２の上部ソール部分７を有する。両方の
ソール部分４、７は、連結部分１０（これに関する詳細は以下を参照）によって、すなわ
ち、差し込み式連結として接着剤を使用せずに互いに連結されるが、オプションとして接
着剤も利用可能である。図２で見ることができるように、第１のソール部分４は、この部
分がシェル形になるように、周方向にわたる縁部１８を有する。
【００４５】
　第１のソール部分４の底部側に、アウターソール２５が配置される。
【００４６】
　第１のソール部分４および第２のソール部分７は、対応する、第１の緩衝要素６および
第２の緩衝要素９をそれぞれ備える。第１のソール部分４の第１の緩衝要素６は第１のソ
ール部分４の底板５から上方に伸張し、第２のソール部分７の第２の緩衝要素９はカバー
板８から下方に伸張する。
【００４７】
　アウターソール２５は、とりわけ接着させるように、底板５と連結される。
【００４８】
　第１の緩衝要素６および第２の緩衝要素９は、一種のピストン／シリンダ緩衝システム
として設計される。それに従って、外側寸法がより小さい緩衝要素（「ピストン」）の中
空区分は、外側寸法がより大きい中空体（「シリンダ」）として設計されている領域に進
入することで、緩衝効果を進展させるようにする。
【００４９】
　それらの緩衝要素の設計に関して、特許文献１を明示的に参照する。
【００５０】
　その限りにおいて、第１の緩衝要素６および第２緩衝要素９が一種のピストン／シリン
ダユニットで設計されると述べられるものとし、連結区分２２および２３はそれぞれ、「
ピストン」と「シリンダ」との間の連結をもたらす。
【００５１】
　それに従って、第１の緩衝要素６は、その上領域に中空円筒区分１６を備え、第２の緩
衝要素９は、その下領域に中空円筒区分１７を備える。
【００５２】
　下側の第１の緩衝要素６は、連結部分１０によって実現される差し込み連結部１１を介
して上側の第２の緩衝要素９と連結される。このために、連結部分１０は、荷重方向Ｒに
整合する第１の差し込み部１２および第２の差し込み部１３を備える複数の差し込み連結
部１１を備える。
【００５３】
　第２のソール部分７は実質的に後部ソール領域１９のみ、また場合によって中央ソール
領域も覆う拡張部を備えるが、前部ソール領域は第２のソール部分７がないままである。
【００５４】
　その限りにおいて、第２のソール部分７が楔形状に設計され、かつ、同ソールの下に置
かれる連結部分１０を完全に覆わないことは、図２から分かる。
【００５５】
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　しかしながら、足の載置について、良好な圧力分布によって、連結部分１０は結果的に
、前部ソール領域２０に配置される領域において、拡大した椀形足載せ部２１を確実に有
するようにする。
【００５６】
　連結部分１０は、対応する下側の第１の差し込み部１２および上側の第２の差し込み部
１３を有する単一の差し込み連結部１１から成る。単一の差し込み連結部１１は、連結ロ
ッド２４を介して互いに連結される。そのため、格子形構造によって全体として組み立て
可能である連結部分１０が生じる。
【００５７】
　そのため、提案された概念は、１つの態様に従って、重なり合って、すなわち直列に配
置されるピストン／シリンダ状緩衝要素の２つの層に基づいている。この場合、重なり合
って配置されるそれらの緩衝要素の連結は連結部分１０によって達成される。
【００５８】
　ここで、摩擦係合による接着剤なしの連結のみが行われる。もっと正確に言えば、第１
のソール部分および第２のソール部分を貼り合わせるのは、連結部分によって行われる。
【００５９】
　提案された概念のさらなる実質的な態様はとりわけ、図３ａおよび図３ｂから生じる。
図３ａは、ソールに実質的な荷重がない状態を示す。ここでは、また、普通の通常の荷重
で生じるが具体的な荷重のピークがなく起こるような力が含められ得る。しかしながら、
図３ｂでは、力Ｆがソール２に作用し、示された変形につながる場合の状態が示されてい
る。この力Ｆは、例えば、ゴルフクラブで打っている間に靴の着用者の迅速な動きで起こ
る、靴の着用者の自重力、また質量力外である場合を含む。
【００６０】
　下方に向けられた第１の差し込み部１２が、比較的長いものであり、底板５における開
口部１４を通して、さらには、アウターソール２５における対応する開口部２６を通して
、伸張可能であることで、第１の差し込み部１２が、（図３ａおよび図３ｂの図示を比較
して）図３ｂによる力Ｆによってソール２の示された変形でソール２の底面１５から突出
することを見ることができる。結果として生じる張り出しはａで示されている。
【００６１】
　そのため、力Ｆが対応して加えられる靴およびそれに対応するソールは、クリートまた
はスタッドソール性質をもたらす、すなわち、張り出しａを有する外皮（下面１５）から
突出する第１の差し込み部１２の軸端によって、差し込み部の貫通を可能とする限り、地
上での形態が限定された踏みしめ（ｆｏｒｍ－ｃｌｏｓｅｄ　ｈｏｌｄ）が見出されると
いう結果が生じる。
【００６２】
　これは、例えば、ゴルフクラブで打つ際に使用可能である、すなわち、該靴によって、
述べられた性質、および、その瞬間の地上での改善された踏みしめがもたらされるが、そ
れ以外ではこの効果は生じない。
【００６３】
　靴に荷重がかからない時に、差し込み部１２の軸端が底面１５と同一平面上にある（図
３ａを参照）ようにすることは、必須ではないが好ましい。しかしながら、差し込み部１
２の軸端は、外力なしで底面１５に対して陥凹し、対応する力Ｆのみで表面１５を超えて
突出するようにすることができる。
【００６４】
　ソール２の弾性変形において、ピンの端部（第１の差し込み部１２の端部）は、ソール
の表面１５から地上への方向に突出し、地表を貫通することができる。このような解決策
は、とりわけ、ゴルフスポーツにとって興味深いものとなる。また、このような解決策は
、例えば、サッカー、とりわけ、人工芝上での使用を対象とする。
【００６５】
　実施形態は、力Ｆを加えずに、最初に、ソールの表面１５の底部側と、第１の差し込み
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部１２の軸端との間に同一面が与えられた後、ソール荷重時に、第１の差し込み部１２の
軸端がソールの表面１５から地上への方向に突出する場合を示す。
【００６６】
　しかしながら、さらにもたらすことができることだが、これは、明示的に、本発明によ
る本概念の適用範囲に入れられ、既に、靴およびそれに対応するソールの非荷重状態にお
いて、第１の差し込み部１２の軸端は表面１５からある一定の量で突出するため、ある一
定の（依然小さいが）クリート効果をもたらす。そして、靴およびそれに対応するソール
に力Ｆがかけられる際に、第１の差し込み部１２の軸端は、ソールの表面１５からさらに
突出し、目的とするクリートまたはスタッド効果を増大させる。よって、地上でのソール
の把持力は、力Ｆをかけると対応して増大する。
【００６７】
　アッパーが第１のソール部分に直接配置される場合、靴の跳ね返る動きが、アッパー部
分と足との間の相対的な動きを減少させることは、有益である。
【００６８】
　一般に、アッパー３とソール２との連結は種々のやり方で行うことができる。
【００６９】
　アッパー３は、着用者の足のソール周りにわたる閉（ソックス状）構造として設計可能
である。この場合、例えば、下側の終止は、アッパー部分が縫製されるストローベルソー
ルによって実現される。ストローベルソールにおいて、連結部分１０の差し込み連結部（
すなわち穴パターン）の位置に対応する開口部（切り込み部）が機械加工可能である。そ
して、ソール２の組み立て時に、そのように準備されたアッパーは、単一のソール部分間
に設置されることで、ストローベルソール、要するにアッパー３は、ソール２と嵌合連結
される。
【００７０】
　ソール部分のうちの１つの射出成形プロセスにおいて、射出成形ツールに織物材料区分
が設置される。この場合、上記の材料区分は、ストローベルソール、および、アッパー３
の一部分それぞれを形成する。そのため、ソール部分のうちの１つと織物材料区分との間
に、射出成形プロセスによって生じる確固な連結、ひいては、ソール２の組み立て後のソ
ール２とアッパー３との間の連結が存在する。述べたソール部分は、それによって、とり
わけ、連結部分１０または第２のソール部分７とすることができる。
【００７１】
　述べられたやり方でのソール部分の射出時に、織物材料は、以前に、ピンの穴パターン
による対応する穿孔が設けられることで、射出成形ツールに挿入されるようにすることも
できる。
【００７２】
　さらに、この概念の変種として、キャリア材料と類似のストローベルソール機能を形成
する述べられた織物材料区分は、射出成形ツールに挿入され、次いでこの織物材料区分上
に、射出成形プロセスによって、説明された差し込み式連結を生じさせるために必要とさ
れる格子構造のみが施される。従って、とりわけ、第２のソール部分７が考慮可能である
。
【００７３】
　説明されたやり方によって、第２のソール部分７が織物材料区分を備える場合、有益に
は、この機能がそのやり方でもたらされるストローベルソールによって実現されることに
起因する場合があるため、挿入されたソールを使用せずに行われ得る。そのため、かかる
やり方でもたらされる部分は、ストローベルソールとして使用され、説明されたソール用
の差し込み式連結を含む。
【００７４】
　有益には、非常に可撓性があり軽量な複合材料によって、容易に縫製可能になる。
【００７５】
　有益には、また、第１のソール部分４における周縁部１８なしで行うことができる。
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【００７６】
　それによって、締め紐用バンデージは、射出成形ツールに挿入される織物材料区分の一
部分であるようにすることもできる。
【００７７】
　対応する設計によって、有益には、再び、容易なやり方で生じさせることができる可撓
性があり軽量な構成をもたらすことが実現可能である。ソールのプラスチック製格子の基
部はここで、明確に画定され、正しく設計され、良好に密閉される。さらに、補強材（例
えばヒールキャップ）を容易に一体化させることができる。
【００７８】
　上述された変種が、それぞれソールの画定された領域において（すなわち、例えば、前
足領域、中足領域、またはかかと領域において）のみ使用される限りにおいて、組み合わ
せて使用されるようにすることもできる。例えば、差し込み式連結に必要とされる格子は
、ストローベルソールにおける前足領域においてのみ直接射出されるが、これは、接合（
すなわち中足）領域には該当しないため、アッパーとソールとの連結は、ここでは、（ス
トローベルソールにおける述べられた穴パターンによって）差し込み連結としてのみ行わ
れることになる。
【００７９】
　この変種のメリットは、靴に存在するプラスチック領域がなく、靴において緩衝させる
動きが起こらないことである。さらに、靴およびそれに対応するソールの組み立ては非常
に容易である。
【００８０】
　説明された概念のさらなる変種として、はっきり言えば、実質的に、第１のソール部分
４においてまたはその内部で縁部１８なしで行われるが、ある種の縁部１８における縁部
領域は、ソールのつま先の領域およびソールのヒールの領域において（のみ）設けられる
ようにすることができる。
【００８１】
　好ましくは、ソールの単一部分は、ポリオレフィンエラストマー（例えば、ＴＰＥ－Ｓ
、ＴＰＵ、またはＰＡ）から作られる。
【００８２】
　また、アッパー部分として、編物材料を設けることができる。
【符号の説明】
【００８３】
　１　靴
　２　ソール
　３　アッパー
　４　第１のソール部分
　５　底板
　６　第１の緩衝要素
　７　第２のソール部分
　８　カバー板
　９　第２の緩衝要素
　１０　連結部分
　１１　差し込み連結部
　１２　第１の差し込み部
　１３　第２の差し込み部
　１４　底板における開口部
　１５　表面（外皮）
　１６　中空円筒区分
　１７　中空円筒区分
　１８　縁部
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　１９　後部ソール領域
　２０　前部ソール領域
　２１　足載せ部
　２２　連結区分
　２３　連結区分
　２４　連結ロッド
　２５　アウターソール
　２６　アウターソールにおける開口部
　Ｒ　荷重方向
　Ｆ　力（自重）
　ａ　張り出し
 

【図１】 【図２】
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